
十条台キャンパス新4号館



学
園
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

イ
エ
ロ
ー
は
「
活
力
」
と
「
勇
気
」
を
表
し
、

三
本
の
柱
は
学
生
・
生
徒
・
園
児
、
教
職
員
、

同
窓
生
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
は
「
理
想
」
と
「
若
さ
」
を
表
し
、
五

本
の
柱
は
五
つ
の
教
育
目
標
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
八
本
の
柱
が
一
体
と
な
り
、
東
京
成

徳
学
園
と
そ
の
学
園
に
集
う
人
々
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
を
作
り
上
げ
る
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

表紙　十条台キャンパス新4号館
　平成 25 年 3 月から始まった十条台キャンパス再整備計画が
本年 6 月に完了し、7 月 4 日 3 号館、4 号館、体育館の落成
式と祝賀会が行われました。
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巻頭言

日
本
の
未
来

　

5
年
後
の
2
0
2
0
年
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
前
年

の
2
0
1
9
年
に
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
デ

ザ
イ
ン
性
と
高
額
な
工
事
費
で
物
議
を

醸
し
て
い
る
国
立
競
技
場
の
お
披
露
目

と
な
る
で
し
ょ
う
。
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
に

親
し
ん
だ
私
に
と
っ
て
「
5
ヶ
国
対
抗
」

の
チ
ー
ム
や
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
（
NZ
）、

ワ
ラ
ビ
ー
ズ
（
豪
）
の
選
手
の
プ
レ
ー
を

間
近
で
観
戦
で
き
る
こ
と
に
今
か
ら
興

奮
気
味
で
す
。
も
ち
ろ
ん
チ
ケ
ッ
ト
が
取

れ
た
ら
と
い
う
話
で
す
が
…
。
ラ
グ
ビ
ー

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
ば
ら
く
は
ワ
ク

ワ
ク
す
る
思
い
が
続
き
そ
う
で
す
。

　

そ
の
2
0
2
0
年
が
過
ぎ
た
ら
、
日

本
に
と
っ
て
何
が
目
標
と
な
る
で
し
ょ

う
か
。
本
学
園
に
と
っ
て
2
0
2
5
年

に
100
年
と
い
う
重
要
な
節
目
が
待
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
20
年
後
、
30

年
後
に
つ
い
て
は
不
勉
強
な
せ
い
か
、
私

に
は
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
て
き
ま

せ
ん
。

『
2
0
5
0
年
の
世
界	

英
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
誌
は
予
測
す
る
』
か
ら
考
え
る

　

最
近
読
ん
だ
も
の
に
『
2
0
5
0
年

の
世
界 

英
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
は
予
測
す

る
』（
著
：
英
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
誌
編

集
部
）
と
い
う
単
行
本
が
あ
り
ま
す
。
3

年
前
に
出
版
さ
れ
、
既
に
お
読
み
に
な
っ

た
方
も
お
い
で
だ
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ギ

リ
ス
の「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」編
集
部
が「
人

間
と
そ
の
相
互
関
係
」、「
経
済
と
ビ
ジ
ネ

ス
」、「
環
境
、
信
仰
、
政
府
」
や
「
知
識

と
科
学
」
な
ど
に
つ
い
て
未
来
予
測
し
た

も
の
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
「
世
界
経
済
に
お
い
て
、

今
後
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
て
く
る
の

は
ア
ジ
ア
経
済
で
、
2
0
5
0
年
に
は
世

界
の
半
分
が
ア
ジ
ア
経
済
と
な
る
。
し
か

し
、
そ
の
中
で
日
本
は
相
対
的
に
急
速
に

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
失
っ
て
い
く
。
2
0
1
0

年
に
は
世
界
経
済
の
5.8
％
を
占
め
て
い
た

日
本
の
G
D
P
は
2
0
3
0
年
に
は

3.4
％
に
な
り
2
0
5
0
年
に
は
1.9
％
に

な
る
。
そ
の
結
果
、
2
0
1
0
年
に
は
ア

メ
リ
カ
の
7
割
あ
っ
た
日
本
の
G
D
P

は
2
0
5
0
年
に
は
相
対
的
に
58.3
％
ま

で
低
下
す
る
。

　
「
格
差
」
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
規

模
で
の
各
国
間
の
貧
富
の
差
は
今
よ
り

は
る
か
に
縮
小
し
て
い
く
。
一
方
で
先
進

国
を
中
心
に
1
9
9
0
年
代
か
ら
起
き

た
の
が
国
内
に
お
け
る
格
差
拡
大
で
あ

る
。
貧
富
を
左
右
す
る
要
因
と
し
て
は
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
よ
り
、
ど
ん
な
教

育
を
受
け
る
か
の
方
が
ず
っ
と
大
き
い

だ
ろ
う
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、「
一
億
総
中
流
」
と
い
わ

れ
た
「
あ
る
程
度
の
所
得
層
」
の
落
ち
込

み
が
目
立
ち
ま
す
。

　

元
朝
日
新
聞
社
主
筆
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
船
橋
洋
一
氏
が
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
の

予
測
か
ら
導
い
た
結
論
は
次
の
通
り
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
「
国
々
の
興
亡
」
は
中
産
階

級
を
育
て
、
維
持
し
、
大
い
に
稼
が
せ
る

中
産
階
級
大
国
と
若
年
層
の
勤
労
意
欲
、

社
会
・
政
治
参
加
、
高
齢
者
を
支
え
る
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
上
手
に
引
き
出
す
ス

マ
ー
ト
・
カ
ン
ト
リ
ー
が
勝
ち
組
に
な
る
。

そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
活
用
し
な
が

ら
、そ
れ
を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
1
つ
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
的
企

業
家
精
神
で
あ
る
。
1
9
5
0
年
代
の

統
制
資
本
主
義
（
ケ
イ
ン
ズ
理
論
）
の
時

代
に
は
マ
イ
ナ
ー
な
理
論
と
み
ら
れ
た

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
理
論
は
、
そ
の
後
の

現
実
の
歴
史
に
よ
っ
て
最
も
影
響
力
の

あ
る
経
済
理
論
と
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
発
明
・
普
及
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の

言
う
創
造
的
破
壊
の
ス
ピ
ー
ド
を
高
め

て
い
る
。
想
像
も
で
き
な
い
技
術
革
新

（
3
D
印
刷
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
が
陳
腐
化
し
、

そ
れ
に
固
執
し
て
い
た
企
業
は
淘
汰
さ

れ
、
新
し
い
企
業
が
生
ま
れ
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
1
つ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
テ
ラ
シ
ー
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
は
英
語

で
あ
る
。
科
学
技
術
と
多
角
的
国
際
協
調

の
面
で
の
英
語
は
世
界
共
通
語
で
あ
り

続
け
る
だ
ろ
う
。
英
語
を
使
う
人
間
だ
け

が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
。

　

も
ち
ろ
ん
、
英
語
が
苦
手
だ
と
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
生
活
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
カ
ル
の
仕
事

は
い
く
ら
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
何
が

幸
福
か
は
主
観
的
な
も
の
で
す
。
し
か

し
、
大
企
業
や
海
外
の
舞
台
で
活
躍
す
る

た
め
に
は
、
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
は
益
々
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
も
、

日
常
会
話
レ
ベ
ル
で
は
な
く
専
門
分
野

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
力

が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

私
は
中
等
教
育
、
高
等
教
育
で
も
こ
の

よ
う
な
展
望
を
も
と
に
英
語
教
育
に
力

を
入
れ
、
大
学
・
短
期
大
学
に
お
い
て
は

近
い
将
来
に
国
際
セ
ン
タ
ー
構
想
を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
未
来
と
英
語
教
育
」

東
京
成
徳
学
園
理
事
長
　
木
内
　
秀
樹
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学園の動き

東
京
都
北
区
と
連
携
協
力
に

関
す
る
包
括
協
定
書
の
締
結

　

3
月
30
日
、
学
園
は
北
区
と
連
携
・
協

力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
区
と
大
学
の
双
方
が
持
つ
人

的
・
知
的
・
物
的
資
源
を
地
域
課
題
の
解

決
に
生
か
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
学
術

の
発
展
な
ど
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
今
回
の
包
括
協
定
の
締
結

を
機
に
、
さ
ら
な
る
事
業
の
拡
充
等
に
お

い
て
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

東
京
成
徳
学
園
創
立
90
周
年

記
念
事
業
寄
付
金
の
お
願
い

　

本
学
園
は
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
本
年

で
創
立
90
年
を
迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、「
徳
を
成
す
人
間
の
育
成
」

を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
、
学
校
や
学
部
を

設
置
し
て
総
合
学
園
に
成
長
し
、
卒
業
生

も
約
12
万
人
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
本
学
園
で
は
記
念
事
業
を
計
画

し
、
既
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
園
創
立
100
周
年
に
向
け
、
十
条
台
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
、
中
等
教
育
に
係
る
校
舎
・

設
備
の
大
規
模
改
修
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
完
遂
す
る
た
め
に

は
、
多
額
の
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
を
仰
ぎ
た
く
、

学
園
創
立
90
周
年
記
念
事
業
寄
付
金
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
何
卒
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ　

法
人
本
部　

法
人
事
務
局

0
3
（
3
9
1
1
）
2
4
1
1

　

平
成
27
年
5
月
の
任
期
満
了
を
以
っ

て
、
大
澤
健
監
事
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
役
員
・
評
議
員
は
左
表
の
通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
退
任
〉

監
事　

大
澤 

健

　

平
成
13
年
か
ら
21
年
3
月
ま
で
東
京

成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校
長
を
務
め
、
平

成
21
年
5
月
か
ら
は
監
事
を
務
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

学
園
人
事　
平
成
27
年
２
月 

− 
７
月

理事・監事・評議員

役　職 氏　名 現　職
理事長 ･ 評議員 木　内　秀　樹 短期大学長、中学･ 高等学校長、幼稚園長
理 事 ･ 評 議 員 木　内　秀　俊 学園長
理 事 ･ 評 議 員 海　保　博　之 大学長
理 事 ･ 評 議 員 神　田　　　正 深谷中学・高等学校長
理 事 ･ 評 議 員 渡　部　　　賢 大学事務局長、短期大学事務局長
理 事 ･ 評 議 員 竹　内　利　行 群馬大学副学長
理 事 ･ 評 議 員 前　田　雅　英 日本大学大学院教授
理 事 ･ 評 議 員 青　栁　晴　久 赤城印刷株式会社代表取締役
監 事 黒　﨑　康　夫 株式会社黒﨑インターナショナル代表取締役
監 事 黒　田　定　男 前大学八千代事務局長
評 議 員 安　見　克　夫 短期大学幼児教育科長
評 議 員 松　崎　　　博 大学事務局次長
評 議 員 永　井　聖　二 大学子ども学部長
評 議 員 石　山　　　賢 法人事務局長
評 議 員 星　野　　　薫 第二幼稚園長
評 議 員 藪　﨑　精　克 学園後援会長
評 議 員 染　谷　一　子 中学・高等学校同窓会長
評 議 員 遠　藤　洋　子 短期大学同窓会長
評 議 員 岡　田　康　司 大学経営学部長
評 議 員 新　井　邦二郎 大学院心理学研究科長
評 議 員 津　島　泰　雄 歯科医師

木内理事長（左）と花川区長（右）
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学園の動き

教員 退
職

深
谷
中
学
・
高
校

中
学
・
高
校

短
期
大
学

大
学

所
　
属

氏
　
名

清
　
水
　
里
　
紗

嶋
　
山
　
史
　
織

明
　
石
　
奈
美
子

田
　
中
　
　
　
海

伊
　
藤
　
大
　
貴

増
　
澤
　
文
　
徳

下
　
坂
　
須
美
子

朝
　
倉
　
　
　
彬

宮
　
下
　
恭
　
子

板
　
本
　
勝
　
百

田
　
中
　
真
　
里

山
　
口
　
春
　
子

生
　
駒
　
芳
　
子

野
　
口
　
禎
一
郎

原
　
　
　
信
　
一

浦
　
井
　
孝
　
夫

専
任
講
師

教
諭
教
諭
専
任
講
師

専
任
講
師

教
諭
教
諭
教
諭
幼
児
教
育
科
教
授

幼
児
教
育
科
教
授
・
主
任

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
特
任
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
特
任
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
長

配
属
・
役
職

　

職員 教員 採
用

幼
稚
園

大
学
事
務
局
・ 

短
期
大
学

事
務
局 幼

稚
園

深
谷
中
学
・
高
校

中
学
・
高
校

短
期
大
学

大
学

所
　
属

氏
　
名

松
　
島
　
晶
　
子

真
　
野
　
彩
　
花

古
　
見
　
仁
　
郎

名
古
屋
　
和
　
宏

島
　
田
　
友
　
子

加
　
茂
　
大
　
輔

平
　
野
　
　
　
愛

水
　
野
　
絵
　
理

Howes Stephen Daniel

千
井
野
　
夏
　
子

戸
井
田
　
歩
　
美

尾
　
身
　
　
　
祐

Cooney Timothy James

馬
　
場
　
　
　
隆

喜
多
見
　
克
　
俊

伊
　
藤
　
鋭
　
朗

石
　
川
　
　
　
弥

木
埜
下
　
大
　
祐

池
　
田
　
三
　
鈴

中
　
瀬
　
雄
　
三

泉
　
水
　
紀
　
彦

朝
比
奈
　
朋
　
子

芳
　
野
　
ま
　
い

岡
　
　
　
千
　
春

長
　
野
　
麻
　
子

力
　
石
　
正
　
弘

事
務
八
千
代
総
務
課

総
務
課

総
務
課

学
生
生
活
課

学
生
支
援
課

教
諭
教
諭
専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

幼
児
教
育
科
准
教
授

幼
児
教
育
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
准
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
特
任
准
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
助
教

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
准
教
授

共
通
領
域
部
教
授

配
属
・
役
職

職員 教員 新
任
・
昇
任
・
異
動

中
学
・
高
校

大
学
事
務
局
・

短
期
大
学

事
務
局

幼
稚
園

深
谷
中
学
・
高
校

中
学
・
高
校

大
学 所

　
属

異
動
異
動
昇
任
異
動
異
動
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
昇
任
新
任
新
任
昇
任
新
任

氏
　
名

宮
　
本
　
英
　
俊

内
　
田
　
善
　
浩

國
　
田
　
廣
　
光

前
　
田
　
幸
　
代

道
　
堀
　
嘉
奈
子

龍
　
野
　
祐
　
介

大
久
保
　
智
　
枝

黒
　
田
　
望
花
子

鈴
　
木
　
佳
津
世

梶
　
山
　
久
美
子

大
　
武
　
深
　
雪

矢
　
島
　
芙
美
子

瀬
　
戸
　
千
　
紘

小
　
原
　
啓
　
雅

宮
　
越
　
美
　
沙

湊
　
谷
　
聡
　
子

藤
　
井
　
志
　
保

長
　
原
　
潤
　
一

石
　
田
　
和
　
也

本
　
多
　
麻
　
子

石
　
田
　
祥
　
代

大
和
田
　
　
栄

山
　
下
　
琢
　
巳

村
　
山
　
　
　
純

富
　
山
　
尚
　
子

長
谷
部
　
孝
　
司

木
　
幡
　
日
出
男

田
　
中
　
真
理
子

事
務
大
学
企
画
・
I
R
室
係
長

法
人
本
部
企
画
調
査
室
係
長

大
学
企
画
・
I
R
室
次
長

総
合
事
務
室
主
任

入
試
広
報
課
主
任

入
学
課
主
任

八
千
代
総
務
課
主
任

副
主
任

主
任
教
頭
副
園
長

教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
教
諭
高
等
部
教
頭

応
用
心
理
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
准
教
授

人
文
学
部
国
際
言
語
文
化
学
科
教
授

人
文
学
部
日
本
伝
統
文
化
学
科
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
教
授

企
画
・
I
R
室
長

応
用
心
理
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
長

経
営
学
部
経
営
学
科
教
授

東
京
成
徳
学
園
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
長

配
属
・
役
職

幼
稚
園
技
術
職
員

法
人
本
部
企
画
調
査
室
係
長

法
人
本
部
企
画
調
査
室
主
任

法
人
本
部
企
画
調
査
室
長

八
千
代
総
務
課
主
任

主
任
教
頭
専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

応
用
心
理
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
教
授

人
文
学
部
国
際
言
語
文
化
学
科

人
文
学
部
日
本
伝
統
文
化
学
科
准
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
准
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
准
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
准
教
授

前
任

　

職員 教員 退
職

第
二
幼
稚
園

幼
稚
園

中
学
・
高
校

大
学
事
務
局
・ 

短
期
大
学
事
務
局

幼
稚
園

所
　
属

氏
　
名

舩
　
田
　
光
　
枝

篠
　
島
　
紗
　
彩

土
　
屋
　
朋
　
子

太
　
田
　
早
　
紀

石
　
田
　
博
　
子

星
　
野
　
ヒ
サ
エ

大
　
塚
　
理
　
恵

福
　
田
　
桂
　
子

日
　
暮
　
　
　
勲

渡
　
辺
　
美
智
弘

小
　
川
　
正
　
憲

小
野
寺
　
梨
　
華

鈴
　
木
　
や
す
な

中
　
村
　
詩
　
子

事
務
助
手
助
手
助
手
事
務
労
務
職
員

事
務
会
計
課
長

学
生
生
活
課

学
生
支
援
課
主
任

総
合
事
務
室
係
長

教
諭
教
諭
教
諭

配
属
・
役
職
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部　門 事　業　内　容

高
等
教
育
部
門

大 学
共 通

・「東京成徳ビジョン100」計画に沿った学部・学科のあり方を基本検討する。
・自己点検を実施し、日本高等教育評価機構による第三者評価を受審する。
・学校教育法の一部改正による制度改革のもと、業務運営を円滑に進める。
・教員免許更新講習、公開講座、学生ボランティア等による地域連携活動を推進する。
・交換留学・語学研修等の海外交流を実施し、グローバルな人材を育成する。

人 文
学 部
応 用 心
理 学 部
大 学 院

・ 収容定員未達の 3 学科（伝統・国際・福祉）の定員充足について学科のあり方を検討する。
・文科省の留意事項を受けて観光文化学科の教育体制を維持・継続する。
・健康・スポーツ心理学科の募集定員の確保に努める。
・教育の質を高める FD、SD、自己点検（PDCA）による計画遂行を実践する。
・就業力向上のためのキャリアプログラムを充実し、「進路決定率」を高める。
・施設設備の改修・整備を行い、老朽化対策及び施設拡充を図る。
・臨床心理学科及び大学院の十条台キャンパス移転にかかる諸準備を行う。

子 ど も
学 部

・小学校教員養成課程設置、入学定員増に伴う教育課程等の実施
・自己評価に基づく教育課程の改善、「子ども表現活動」に係わる科目郡の設置
・入試方法の検討、改善
・「教育支援人材育成事業」の遂行

経 営
学 部

・教育課程の整備・充実、カリキュラム修正の検討
・キャリア教育の充実と就職活動支援の強化
・学修意欲向上のための「懸賞論文」「ビジネスアイデアコンテスト」の実施
・授業アンケート票の改善と FD の強化による授業の質の向上

短 期
大 学

・短期大学の特質ある教育の実現、グローバル教育に向けた学修体制の確立
・教育研究開発の促進、入学前教育の質的精査
・ 短期大学非常勤講師及び実習園との連絡会の開催、近隣地域・協力園との連携と交

流促進
・50 周年式典と記念誌の刊行に向けた取り組み

中 学 ・
高 等 学 校

・進学実績向上への取り組み。高等部 45 分授業実施（平成 28 年度）に向けての準備。
・ グローバル教育をめざす取組み①「自分を深める」の推進、② CTP 授業の展開、③

英語教育の研究と実践（ネイティブ教員の活用、ALT の採用）
・運動施設の確保整備（南グランド借用など）、設備の更新（高等部食堂の改修）
・設備の更新（空調機など）
・防災への対応（屋内温水プール・非構造部材耐震工事、避難訓練・研修会の実施など）

深 谷 中 学・
高 等 学 校

・ 建学の精神「成徳」の理念のもと、規範意識を醸成し規律ある生活態度の一層の確
立を目指す。

・各コースに応じた進路指導を進路指導部長とコース主任の綿密な連携で実践
・ 外部講師等の活用による放課後や長期休業中の講習で実力養成を図り、大学合格実

績に結びつける。
・生徒による「授業評価」の満足度を上げ、ネットに公開できるように努める。
・「教師の熱意」や「面倒見の良さ」を数値で示し、教育活動をアピールする。
・互見授業や研究授業・先進校視察等の教職員研修を充実し、指導力の大幅アップを図る
・同窓会・PTA、地域住民一体となった教育事業を展開する。
・ 入学者選抜基準の抜本的見直しと、奨学生・特待生（含むスポーツ特待生）基準の

戦略的見直しを実施する。
・ 実施した具体的施策の評価・改善、計画したものの実行と評価・改善（PDCA サイ

クルの活用）
・これまでの募集活動の成果と反省を踏まえた効果的な広報活動の展開
・深谷中学校開校に伴う諸規程の継続した整備

幼 稚 園
・保護者対象講演会等の実施
・カリキュラムの大幅見直し検討、教員研修の実施（保育関連研修・マナー研修など）
・防災への取組み実施（備品整備、避難訓練、研修など）
・課外教室での施設活用（花まる学習会、ピアノ教室）

第 二 幼 稚 園 ・カリキュラムの見直し・改善、英会話活動・給食回数・食育指導の改善
・新入園児の確保、未就園児親子教室・入園説明会の充実

法 人 本 部

・「東京成徳ビジョン100」の策定、中期事業計画のフォロー
・大学に係る認証評価機関による評価の支援、高等教育の再編・臨床心理学科移転の支援
・各校周年行事の支援
・ 収益構造の改善の徹底、各部門への浸透（諸経費の見直し、予算執行管理の強化、

遊休資産の活用・処分等）
・事務処理体制の見直し、効率化
・広報の見直し（パブリシティー体制の構築等）

平
成
27
年
度
事
業
計
画（
抜
粋
）
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学
園
は
創
立
89
年
と
な
る
平
成
26
年

度
を
終
了
し
、
1
，
7
4
4
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
27

年
4
月
に
は
合
計
1
，
6
3
8
名
の

入
学
者
・
入
園
者
を
迎
え
、
平
成
27
年

度
の
学
生
・
生
徒
・
園
児
数
（
平
成
27

年
5
月
1
日
現
在
）
は
、
5
，
4
2
5

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
園
で
は
、
北
区
と
連
携
協
力
に
お

け
る
包
括
協
定
を
締
結
し
地
域
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
に

学
園
創
立
90
年
を
迎
え
る
た
め
創
立
90

周
年
行
事
に
つ
い
て
計
画
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
高
校
教
員
・
学
生
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
や
検
討
会
な
ど
を
実
施
し
、

「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
の
作
成
を
進

め
ま
し
た
。

　

高
等
教
育
部
門
に
お
い
て
実
施
し
た

主
要
な
施
策
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
に
お
い

て
新
校
舎
2
棟
と
体
育
館
1
棟
が
竣
工

し
、
9
月
か
ら
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

②
キ
ャ
リ
ア
科
目
の
充
実
や
応
用
心
理
学

部
で
は
全
学
科
の
学
生
が
履
修
で
き
る
よ

う
に
精
神
保
健
福
祉
士
養
成
課
程
を
整

備
し
、
子
ど
も
学
部
で
は
子
ど
も
の
表
現

活
動
に
係
わ
る
科
目
の
検
討
整
備
な
ど

の
教
育
課
程
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

③
新
た
に
韓
国
の
嘉
泉
大
学
校
と
交
流

協
定
を
締
結
し
、
平
成
27
年
度
よ
り
留

学
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
協
定
校
と
の

交
流
は
、
5
名
の
学
生
を
派
遣
し
、
6

名
の
交
換
留
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

④
短
期
大
学
で
は
、
短
期
大
学
基
準
協

会
に
よ
る
第
三
者
評
価
を
受
審
し
、
適

格
の
認
証
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
等
教
育
部
門
に
お
い
て
実
施
し
た

主
要
な
施
策
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①
高
等
学
校
で
は
学
習
室
の
整
備
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
の
パ
ソ
コ
ン
の
入

替
え
や
深
谷
高
等
学
校
で
は
外
壁
・
内

装
改
修
工
事
な
ど
の
施
設
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

②
進
学
指
導
充
実
の
た
め
に
、
外
部
講

師
を
効
率
的
に
活
用
し
て
、
補
習
な
ど

学
習
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学

力
向
上
の
一
貫
と
し
て
中
学
校
で
は
英

語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
専
任
教
員
を
増
員
し

ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
部
門
に
お
い
て
実
施
し
た

主
要
な
施
策
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①
教
員
の
資
質
向
上
、
指
導
力
向
上
を

図
る
た
め
研
修
会
の
参
加
、
実
施
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、詳
し
く
は
東
京
成
徳
学
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.tokyoseitoku.ac.jp/

report/index.htm
l

学校法人東京成徳学園 平成 26 年度決算報告
資金収支計算書

（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）　　 （単位：千円）

収入の部
科　　　目 金　　額

学生生徒等納付金収入 4,206 ,428
手数料収入 106 ,567
寄付金収入 46,135
補助金収入 1,488 ,345
資産運用収入 8,855
資産売却収入 1,009
事業収入 16,936
雑収入 272 ,700
借入金等収入 0
前受金収入 876 ,014
その他の収入 377 ,891
資金収入調整勘定 △ 1,147 ,491
前年度繰越支払資金 3,884 ,362
収入の部合計 1 0 , 1 3 7 , 7 5 1

支出の部
科　　　目 金　　額

人件費支出 3,877 ,576
教育研究経費支出 1,437 ,098
管理経費支出 371 ,560
借入金等返済支出 800
施設関係支出 294 ,967
設備関係支出 298 ,203
資産運用支出 0
その他の支出 269 ,045
資金支出調整勘定 △ 296 ,290
次年度繰越支払資金 3,884 ,791
支出の部合計 1 0 , 1 3 7 , 7 5 0

消費収支計算書
（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）　　 （単位：千円）

消費収入の部
科　　　目 金　　額

学生生徒等納付金 4,206 ,428
手数料 106 ,567
寄付金 48,239
補助金 1,488 ,345
資産運用収入 8,355
資産売却差額 647
事業収入 16,936
雑収入 273 ,900
帰属収入合計 6 , 1 4 9 , 4 1 7

基本金組入額合計 △ 4,135
消費収入の部合計 6 , 1 4 5 , 2 8 2

消費支出の部
科　　　目 金　　額

人件費 3,890 ,363
教育研究経費 2,208 ,263
管理経費 449 ,423
資産処分差額 709 ,007
徴収不能額 8,813
消費支出の部合計 7,265 ,869
当年度消費支出超過額 1 , 1 2 0 , 5 8 6

前年度繰越消費支出超過額 9 , 4 1 8 , 5 5 6

翌年度繰越消費支出超過額 1 0 , 5 3 9 , 1 4 2

貸借対照表
（平成27年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

資産の部
科　　　目 金　　額

固定資産 44,496 ,728
　有形固定資産 41,372 ,739
　その他の固定資産 3,123 ,989
流動資産 4,304 ,067
資産の部合計 4 8 , 8 0 0 , 7 9 5

負債の部
科　　　目 金　　額

固定負債 3,230 ,299
流動負債 1,410 ,315
負債の部合計 4 , 6 4 0 , 6 1 4

基本金の部
科　　　目 金　　額

基本金 54,699 ,324
消費収支差額の部

科　　　目 金　　額
翌年度繰越消費支出超過額 10,539 ,142
　消費収支差額の部合計 △ 10,539 ,142
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 4 8 , 8 0 0 , 7 9 5

平
成
26
年
度
事
業
の
概
要
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大学キャンパスの充実

東
京
成
徳
大
学
・
東
京
成
徳
短
期
大
学

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎
落
成
式

　

7
月
4
日
東
京
成
徳
大
学
・
東
京
成
徳

短
期
大
学
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎

落
成
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昭
和
38
年
に
短
期
大
学
の
1
号
館
が

建
築
さ
れ
て
以
来
、
短
大
の
拡
充
成
長
と

と
も
に
、
講
義
室
・
研
究
室
の
増
築
や
地

震
へ
の
備
え
と
し
て
耐
震
工
事
な
ど

様
々
な
改
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
平
成
14
年
に
は
1
号
館
と
図
書
館
を

新
築
し
、
平
成
16
年
の
子
ど
も
学
部
及
び

平
成
21
年
の
経
営
学
部
の
開
設
に
伴
う

学
生
数
の
増
加
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
本
部
所
在
地
を
十
条
台
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
す
な
ど
の
変
更
に
よ
り
、
十

条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
位
置
づ
け
が
大
変

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年

に
始
ま
っ
た
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

計
画
で
は
、
昭
和
に
建
築
さ
れ
た
旧
1
号

館
か
ら
旧
4
号
館
を
建
替
え
、
キ
ャ
ン
パ

ス
機
能
の
向
上
と
な
に
よ
り
も
学
生
に

と
っ
て
居
心
地
の
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
株
式
会
社
山
下
設

計
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

約
2
年
に
わ
た
る
設
計
期
間
を
経
て

平
成
25
年
3
月
に
工
事
着
工
と
な
り
ま

し
た
。

　

施
工
を
担
当
し
た
清
水
建
設
株
式
会

社
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
工
事
は
順
調

に
進
み
、
瞬
く
間
に
キ
ャ
ン
パ
ス
は
そ
の

風
景
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

順
調
に
行
く
か
に
思
え
る
工
事
も
数
々

の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
も
の
で

は
、
地
中
に
障
害
物
が
多
数
存
在
し
て
い

た
こ
と
で
す
。
北
区
は
そ
の
昔
「
軍
都
」

と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
戦
前
は
軍
の
施
設

が
多
い
場
所
で
し
た
。
十
条
台
キ
ャ
ン
パ

ス
の
地
も
同
様
に
戦
前
は
陸
軍
造
兵
廠

の
一
部
で
あ
り
、
戦
後
は
米
軍
に
接
収
さ

れ
、
返
還
後
に
本
学
に
売
却
さ
れ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
地
中
を
掘
り
進
め

る
と
、
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塊
や
レ
ン
ガ
が
出
て
き
て
杭
打

ち
工
事
の
さ
ま
た
げ
と
な
る
た
め
、
全
て

掘
り
出
し
て
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

着
工
か
ら
1
年
3
ヶ
月
後
（
15
ヶ
月
）

の
平
成
26
年
6
月
に
新
3
号
館
、
新
4
号

館
、
新
体
育
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
、
大
学
・
短
期
大
学
の
授

業
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
施
工
さ

れ
、
監
理
と
施
工
の
両
社
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
称
賛
の
声
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
パ
ソ
コ
ン
・
机
・
イ
ス
な
ど

の
設
備
を
整
備
し
、
9
月
19
日
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
な
い
、
新
校
舎

の
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
次
に
、
旧
校
舎
を
解
体
し
、
テ

ニ
ス
・
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
や
正
門
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施
し
て
行
き
ま

し
た
。

　

短
期
大
学
の
名
前
が
残
る
銘
板
を
掲

げ
る
旧
正
門
を
、
卒
業
生
が
往
時
を
懐
か

し
む
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
化
粧
直
し

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
春
に
は
道
路

か
ら
も
サ
ク
ラ
を
め
で
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
道
路
沿
い
に
サ
ク
ラ
を
植
え
る

な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
花
木
を
多
く
植

え
、
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
6
月
に
は
残
り
の
工
事
も

無
事
に
完
了
し
、
7
月
4
日
の
落
成
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

工
事
中
は
学
生
・
教
職
員
の
皆
さ
ん
に

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
本
計
画
の
実
施
に

携
わ
っ
た
皆
様
方
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
室

新
3
号
館

4
階
建　

延
床
4
9
8
1
㎡

1
階　

 

楷か
い

の
木
ホ
ー
ル
、
保
育
実
習
室
、

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
茶
室
、
防
災
倉
庫

2
階　

小
児
栄
養
実
習
室
、
講
義
室

3
階　

ス
タ
ジ
オ
、
ピ
ア
ノ
室

4
階　

ア
ト
リ
エ
、
屋
上
庭
園

楷
かい

の木
ホールの名前の由来となっている
楷
かい

の木は、「学問の木」と広く知
られ、短期大学40周年の記念
に鎌田正先生（短期大学元副
学長）から寄贈いただきました。
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大学キャンパスの充実

新
4
号
館

6
階
建　

延
床
4
4
8
0
㎡

1
階　

 

学
生
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ル
ー
ム

2
階　

大
講
義
室

3
階　

講
義
室
、
ゼ
ミ
室

4
階　

P
C
講
義
室

5
階
6
階　

研
究
室

新
体
育
館

2
階
建　

延
床
1
4
5
3
㎡

1
階　

ア
リ
ー
ナ
、
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

2
階　

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

外
構

テ
ニ
ス
・
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
、
芝
生
広
場

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス

東
京
成
徳
大
学
サ
ッ
カ
ー
・

フ
ィ
ー
ル
ド
完
成

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
公
式
試
合
が

で
き
る
冷
暖
房
完
備
の
体
育
館
や
ゴ
ル

フ
練
習
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実
し
て
い
る
八
千
代

キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
こ
の
夏
全
面
人
工
芝
の

「
東
京
成
徳
大
学
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ィ
ー
ル

ド
（
愛
称
ブ
ル
ー
ウ
イ
ン
グ
）」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
の
設
置
に

よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
や
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設

以
来
サ
ー
カ
ー
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て

き
た
天
然
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
不
具
合

が
多
か
っ
た
た
め
、
こ
の
た
び
、
J
F
A

認
定
対
応
人
工
芝
を
使
用
し
た
本
格
的

サ
ッ
カ
ー
場
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
。

・ 

ピ
ッ
チ
内
は
オ
フ
サ
イ
ド
が
判
別
し
や

す
い
よ
う
に
濃
淡
を
つ
け
た
緑
色
の
人

工
芝

・ 

ピ
ッ
チ
の
外
周
に
は
国
内
初
の
青
色
人

工
芝
を
採
用

・ 

シ
ュ
ー
ト
練
習
用
に
強
固
な
壁
打
ち
板

の
設
置

な
ど
公
式
試
合
に
適
応
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
26
日
に
学
園
内
の
高
校
（
東
京

校
）
と
深
谷
高
校
の
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
を

招
待
し
、
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
と
の
交
流
戦

を
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
行

い
ま
す
。
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教育活動

45
分
×
7
時
間
授
業

東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校
（
高
等
部
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
50
分

間
の
1
日
6
時
間
の
授
業
か
ら
、
45
分
間

の
7
時
間
授
業
を
導
入
し
ま
す
。

高
い
進
学
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

基
礎
学
力
の
強
化

　

45
分
と
い
う
凝
縮
さ
れ
た
授
業
時
間

に
よ
り
、
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
授
業
に
臨

む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
授
業
内
容
に
対

す
る
深
い
理
解
と
確
か
な
知
識
の
定
着
、

基
礎
学
力
の
強
化
に
繋
が
り
ま
す
。
特
に

英
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
授

業
時
間
数
を
確
保
し
、「
読
む
」「
聞
く
」

だ
け
で
は
な
く
、「
読
む
」「
書
く
」「
聞
く
」

「
話
す
」
の
4
技
能
が
求
め
ら
れ
る
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
。
ま
た
、
数
学
、
国
語

に
つ
い
て
も
時
間
数
を
増
や
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
不
可
欠
な
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
の
養
成

　

自
分
を
深
め
る
学
習
を
は
じ
め
、
本
校

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
・
活
動
を
通
し
て

見
つ
け
た
自
分
の
行
き
方
を
歩
ん
で
い

く
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
必
要
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
7
時
間
授
業
と
す
る

こ
と
で
、
そ
う
し
た
力
を
育
む
た
め
の
取

り
組
み
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

3
コ
ー
ス
の
生
徒
み
ん
な
が
同
じ
時
間
に

部
活
動
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
環
境
作
り

　

新
時
間
割
は
「
特
別
進
学
コ
ー
ス
」「
進

学
選
抜
コ
ー
ス
」「
進
学
コ
ー
ス
」
の
全

コ
ー
ス
共
通
。
つ
ま
り
全
コ
ー
ス
同
じ
時

間
に
授
業
が
終
了
す
る
た
め
、
部
員
全
員

が
揃
っ
た
形
で
部
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
コ
ー

ス
ご
と
の
自
由
選
択
科
目
が
あ
っ
た
た

め
、
参
加
時
間
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
ざ
る

を
得
ず
、
活
動
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
で
き

な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
28

年
度
か
ら
は
そ
う
し
た
問
題
が
解
消
さ

れ
、
よ
り
積
極
的
に
部
活
動
や
課
外
活
動

に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

夢
を
叶
え
る
3
つ
の
コ
ー
ス
！

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校

　

平
成
28
年
度
か
ら
3
つ
の
コ
ー
ス
に

編
成
し
ま
す
。

　

特
進
S
コ
ー
ス
は
、
一
般
受
験
で
国
公

立
大
・
難
関
私
大
を
目
指
す
コ
ー
ス
で

す
。
英
語
・
数
学
・
国
語
で
は
習
熟
度
別

で
不
得
意
科
目
を
解
消
し
、
得
意
科
目
は

さ
ら
に
伸
ば
し
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
そ
れ

ぞ
れ
の
学
習
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
と
分

析
し
、
き
め
細
や
か
な
指
導
に
よ
り
、
夢

の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

進
学
選
抜
コ
ー
ス
は
、
一
般
入
試
・
指

定
校
推
薦
・
公
募
制
推
薦
・
A
O
入
試

な
ど
．
あ
ら
ゆ
る
入
試
形
態
で
、
有
名
私

大
を
目
指
す
コ
ー
ス
で
す
。
1
・
2
年
生

で
は
、
7
限
目
に
選
択
講
習
を
用
意
し
、

受
験
に
必
要
な
教
科
を
徹
底
的
に
学
習
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
間
に
部
活
動
を
選

択
し
、
部
活
動
と
両
立
し
な
が
ら
、
放
課

後
学
習
や
サ
テ
ラ
イ
ト
講
習
な
ど
を
活
用

し
て
、
進
路
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

進
学
コ
ー
ス
は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、

部
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
な
が
ら
、

大
学
・
短
大
へ
の
進
学
を
目
指
し
ま
す
。

　

始
業
前
の
朝
学
習
の
充
実
を
図
り
、
家

庭
学
習
の
習
慣
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中

で
、
漢
字
検
定
や
英
語
検
定
な
ど
の
資
格

取
得
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
推
薦
入
試

に
必
要
な
小
論
文
や
面
接
の
指
導
も
段

階
を
追
っ
て
計
画
的
に
行
い
、
進
路
実
現

に
向
け
た
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

総授業
時間数は15分増えるだけ

生徒の負担は少なく、
大きな効果が狙えます！

募集
定員

280 名

特進 S コース＜ 40 名＞ 進学選抜コース＜ 80 名＞ 進学コース＜ 160 名＞

一般受験で大学進学を目指すコース
一般受験・指定校推薦・
公募推薦・AO 入試で
大学進学を目指すコース

指定校推薦・公募推
薦・AO 入試で大学進
学を目指すコース

2 年次
から

国公立（文系・理系） 私大（文系・理系） 文系・理系 文系・文理系・保育系

授業
形態

1 〜 3 年
月・水・金…7 時間授業
土…2 時間授業

1・2 年
月・水・金…7 時間授業
土…2 時間授業

1・2 年
月・水・金…7 時間授業

（7限目…部活選択可能）

1 〜 3 年
月〜金…6 時間授業
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ひと

ひ
と
『
活
躍
す
る
卒
業
生
』

中
学
・
高
等
学
校
・
短
期
大
学	（
昭
和
45
年
卒
）

短
期
大
学
同
窓
会

　
　
「
桐
花
会
」
常
任
理
事

八
幡	

晶
子
さ
ん

　
短
期
大
学
は
本
年
創
立
50
周
年
を
迎

え
、
桐
花
会
（
同
窓
会
）
も
9
月
に
記
念

同
窓
会
を
開
催
し
盛
大
に
祝
福
し
た
い

と
、
遠
藤
洋
子
会
長
以
下
常
任
理
事
以
上

の
方
々
が
新
校
舎
に
移
っ
た
同
窓
会
室

に
集
い
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
で
短
期
大
学
の
卒
業
生
で
中

学
・
高
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
八
幡
晶
子

さ
ん
は
、
会
員
へ
の
案
内
状
・
来
賓
の

方
々
へ
の
招
待
状
・
出
席
者
名
簿
な
ど
を

は
じ
め
関
係
文
書
の
作
成
を
主
に
担
当

さ
れ
、
さ
ら
に
第
二
部
の
懇
親
会
で
参
会

の
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
催

し
の
準
備
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
東
京
成
徳
の
思
い
出
は

　

私
は
荒
川
区
の
小
学
校
に
通
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
3
歳
年
上
の
姉
が
東
京
成

徳
に
進
学
し
て
い
た
の
で
、
母
の
勧
め
も

あ
り
受
験
し
て
中
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
母
親
の
勧
め
で
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
へ
入
部
し
ま
し
た
。
も
と

も
と
音
楽
は
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
母
親
の
言
う
こ
と
を
聞
く
素
直

な
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。（
笑
）

　

顧
問
の
西
村
正
晃
先
生
の
ご
指
導
で
、

文
化
祭
を
は
じ
め
各
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

場
し
、
上
野
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
の
演

奏
会
等
と
て
も
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま

し
た
。

　

短
期
大
学
へ
の
進
学
は
先
生
の
勧
め

が
あ
り
、
私
自
身
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
幼
児
教
育
科
に
進
学

し
ま
し
た
。

　

一
番
に
思
い
だ
す
の
は
天
野
蝶
先
生

の
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
授
業
で
す
。
リ
ト
ミ
ッ

ク
と
は
ス
イ
ス
の
音
楽
教
育
家
で
作
曲

家
で
も
あ
っ
た
エ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク
・

ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
に
よ
っ
て
考
え
だ
さ
れ

た
「
体
の
動
き
を
音
楽
に
結
び
つ
け
て
リ

ズ
ム
感
覚
を
育
て
る
」
音
楽
教
育
法
で

す
。「
天
野
式
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
を
創
始
さ

れ
た
高
名
な
先
生
で
、
非
常
に
厳
し
い
先

生
で
し
た
。
先
生
の
太
鼓
の
一
打
ち
で
神

経
が
集
中
し
過
ぎ
て
い
つ
も
は
普
通
に

で
き
る
こ
と
も
、
体
が
硬
直
し
て
動
け
な

く
な
る
の
で
す
。
中
に
は
涙
目
の
学
生
も

い
ま
し
た
。
全
神
経
を
集
中
し
て
い
た
授

業
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
は
地
方
か
ら
の
学
生
も
多

く
入
学
さ
れ
て
い
て
、
長
崎
県
や
香
川
県

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
帰
省
す
る
時
ご
一

緒
し
、
そ
の
地
方
の
名
所
を
見
学
し
た

り
、
実
家
ま
で
お
邪
魔
し
て
歓
待
し
て
い

た
だ
い
た
楽
し
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
卒
業
後
は

　

ピ
ア
ノ
は
短
大
に
入
学
し
て
か
ら
始

め
た
の
で
す
が
、
や
が
て
エ
レ
ク
ト
ー
ン

に
興
味
を
持
ち
卒
業
後
も
レ
ッ
ス
ン
に

通
い
ヤ
マ
ハ
の
講
師
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
宅
で
近
所
の
お
子

さ
ん
に
教
え
は
じ
め
た
の
で
す
が
、
幼
児

教
育
科
で
学
ん
だ
こ
と
が
音
楽
の
指
導

以
外
で
も
か
な
り
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

結
婚
し
て
、
2
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
平
成
6
年
、
私
が
卒
園
し
た
保

育
園
が
高
齢
者
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
と
な
り
、
施
設
長
に
就
任
し

た
前
園
長
か
ら
事
務
の
依
頼
が
あ
り
、
常

勤
と
し
て
週
5
日
勤
務
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

必
然
的
に
パ
ソ
コ
ン
に
習
熟
し
な
い

と
仕
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
独
学
で
す

が
、
職
場
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
ま
た
、
最
近
で
は
息
子

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
操
作
を
覚
え

ま
し
た
。

　

荒
川
区
に
は
「
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
と
い
う
高
齢
者
が
参

加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
あ
り
、
講
習

会
を
受
講
し
た
100
人
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
施

設
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
調
整
を
担
当

し
、
職
員
や
入
所
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
心

地
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
勤
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
区
が
主
催
す
る
1
年
間
の

「
手
話
講
習
会
」
に
参
加
し
毎
週
手
話
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

進
学
・
進
級
・
仕
事
・
日
々
の
生
活
を

流
れ
の
ま
ま
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
度
に
、
良
い
先
輩
・
良
い
指
導
者
に
恵

ま
れ
て
今
日
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
知
ら
な
い
こ
と
」
は
恥
ず
か
し
が
ら

ず
に
ど
ん
ど
ん
教
え
て
い
た
だ
く
。

　
「
聞
く
は
一
時
の
恥
、
聞
か
ぬ
は
末
代

ま
で
の
恥
」。
と
い
う
格
言
が
あ
り
ま
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
は
こ
の
学
園
に
は
、
す

ぐ
近
く
に
応
援
し
て
く
れ
る
多
く
の
方

た
ち
が
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
ご

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新装なった十条台キャンパス！
素晴らしいですよ！！
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東
京
成
徳
大
学
高
校

　

平
成
26
年
度
の
卒
業
生
590
名
の
う
ち
、

進
学
者
は
543
名
で
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

大
学
478
名
、
短
大
22
名
、
専
門
学
校
43
名

で
す
。
進
学
率
は
92
％
（
除
く
浪
人
）
で
、

昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
値
で
あ
り
、
ま
た
大
学

進
学
率
も
全
体
の
81
％
と
、
昨
年
度
同
様

8
割
超
を
達
成
し
続
け
て
い
ま
す
。
浪
人

の
数
も
45
名
（
7.6
％
）
と
昨
年
並
で
し
た
。

（
大
学
入
試
全
般
）

　

今
年
度
は
新
課
程
入
試
（
数
学
・
理
科
）

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験

の
平
均
点
は
一
部
の
科
目
を
除
き
、
全
体

的
に
や
や
易
化
傾
向
と
な
り
、
そ
の
結

果
、
国
公
立
へ
の
出
願
状
況
も
大
方
事
前

の
予
想
通
り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文

理
別
の
志
願
状
況
で
は
、
昨
年
ま
で
の
理

高
文
低
傾
向
か
ら
文
理
均
衡
傾
向
へ
と

変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

〈
国
公
立
大
学
に
つ
い
て
〉

　

セ
ン
タ
ー
試
験
の
平
均
点
は
昨
年
並

み
で
し
た
が
、
数
Ⅱ
Ｂ
と
新
課
程
の
化

学
、生
物
（
基
礎
の
付
し
て
い
な
い
科
目
）

に
関
し
て
は
低
得
点
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
理
系
人
気
継
続
の
中
で
、
現

役
の
理
系
に
は
個
別
試
験
で
の
高
得
点

が
求
め
ら
れ
る
入
試
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
本
校
の
生
徒
た
ち
は
東

京
大
学
理
科
2
類
を
は
じ
め
と
し
て
、
東

工
大
、
電
通
大
な
ど
、
58
人
中
37
人
が
理

系
学
部
へ
の
合
格
を
手
に
し
ま
し
た
。

〈
私
立
大
学
に
つ
い
て
〉

　

セ
ン
タ
ー
試
験
の
数
Ⅱ
Ｂ
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
か
、
国
公
立
理
系
の
併
願
先
と
な
っ

た
理
系
私
立
大
学
に
受
験
者
の
増
加
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
気
復
活
傾
向

の
文
系
の
中
で
も
、
法
学
系
、
国
際
系
、

人
文
（
英
語
）
系
は
特
に
人
気
が
あ
り
、

難
化
傾
向
が
顕
著
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
本
校
の
生
徒
は
大
活
躍
を
し
ま
し

た
。
早
慶
上
理
は
40
名
（
前
年
の
5
名

増
）、
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
は
256
名
（
前
年
の

63
名
増
、
一
昨
年
の
約
2
倍
）、
文
系
難

関
（
成
蹊
・
成
城　

等
）
と
理
系
難
関
（
北

里
・
芝
浦
工
業　

等
）
合
計
は
206
名
（
前

年
の
21
名
増
）、
日
東
駒
専
の
230
名
、
大

東
亜
帝
国
の
179
名
は
と
も
に
前
年
の
約

30
名
増
と
あ
ら
ゆ
る
大
学
群
で
大
健
闘

を
し
ま
し
た
。
後
に
続
く
下
級
生
に
は
、

こ
の
よ
う
な
大
活
躍
を
し
た
先
輩
た
ち

を
手
本
と
し
て
、
よ
り
高
い
目
標
を
掲
げ

て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
校

 　

平
成
26
年
度
の
深
谷
高
校
卒
業
者
数

281
名
の
進
路
状
況
で
す
が
、
大
学
155
名
、

短
大
32
名
、
専
門
学
校
62
名
、
就
職
19
名
、

浪
人
そ
の
他
は
13
名
で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
以
降
、
就
職
希
望
者
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
近
隣
の
高

校
も
同
様
で
、
高
校
生
を
採
用
し
た
い
企

業
が
深
谷
市
・
熊
谷
市
で
増
え
て
い
る
こ

と
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

進
学
コ
ー
ス
で
は
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ

入
試
を
利
用
す
る
生
徒
が
多
く
、
125
人
中

54
人
、
約
43
％
の
生
徒
が
指
定
校
推
薦
で

進
学
し
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
を
目
指
す
特
進
・
特
進
選

抜
コ
ー
ス
で
は
2
年
次
に
受
験
し
た
「
セ

ン
タ
ー
試
験
同
日
模
試
」
か
ら
大
き
く
得

点
を
伸
ば
し
た
生
徒
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
在
籍
数
が
少
な
い
こ
と

か
ら
国
公
立
大
学
合
格
数
は
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
前
年
度
以
上

と
な
る
7
名
の
現
役
合
格
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

大
学
・
短
期
大
学

　

平
成
26
年
度
卒
業
生
の
就
職
決
定
率

は
人
文
学
部
日
本
伝
統
文
化
学
科
、
応
用

心
理
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
が

100
％
を
達
成
し
た
の
を
は
じ
め
子
ど
も

学
部
が
97
％
、
応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理

学
科
が
96
％
と
好
調
で
、
全
学
科
と
も
前

年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

経
済
情
勢
の
好
転
を
受
け
て
雇
用
環

境
が
改
善
し
て
い
る
こ
と
も
要
因
で
す

が
、
企
業
の
厳
選
採
用
の
姿
勢
は
変
わ
ら

ず
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
就
活
は
大
変
な

努
力
の
末
に
内
定
を
勝
ち
取
っ
て
い
る

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

粘
り
強
く
就
活
を
続
け
内
定
獲
得
に

至
っ
た
大
き
な
要
因
に
教
員
と
職
員
が

進
路　
進
学
・
就
職

平成 26 年度合格実績（浪人含む）

国公立大学（準大学含む）	 58 名
東京大学　大阪大学　東京工業大学　筑波大学
お茶の水女子大学　東京学芸大学　電気通信大学
東京海洋大学　千葉大学　横浜国立大学　埼玉大学
群馬大学　新潟大学　首都大学東京　防衛大学校 など

難関私立大学	 296 名
早稲田大学　上智大学　東京理科大学　明治大学
青山学院大学　法政大学　中央大学　立教大学 など

その他私立大学	 1,199 名

東京成徳大学	 10 名

東京成徳短期大学	 10 名

その他短期大学	 22 名

平成 26 年度合格実績（浪人含む）

国公立大学	 8 名
横浜国立大学   群馬大学
茨城大学   北海道教育大学

私立大学	 234 名
早稲田大学　青山学院大学　法政大学
成蹊大学　武蔵大学　明治学院大学
國學院大學　日本大学　東洋大学
駒沢大学　専修大学　獨協大学
芝浦工業大学　東京都市大学 など

東京成徳大学	 3 名

東京成徳短期大学	 2 名
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一
体
と
な
っ
た
本
学
の
丁
寧
な
就
職
支

援
が
あ
り
ま
す
。
入
学
時
か
ら
「
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
学
生
を
育
成
す

る
」、「
就
業
力
の
あ
る
学
生
を
育
成
す

る
」
こ
と
を
目
標
に
教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
学
生
の
教
育
及
び
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
、
就
活
支
援
の
徹
底
を
図
り
学
生
の

希
望
に
沿
っ
た
進
路
、
一
段
と
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
企
業
へ
の
就
職
の
実
現
に
向
け

て
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
全
学

を
あ
げ
て
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い
く

方
針
で
す
。

平
成
26
年
度
の
卒
業
生
報
告

子
ど
も
学
部

　

例
年
通
り
70
％
程
度
の
学
生
が
幼
稚

園
・
保
育
園
・
小
学
校
な
ど
の
教
職
関
係

に
進
み
ま
し
た
。（
教
職
関
係
の
進
路
希
望

者
内
定
率
は
100
％
で
す
）
一
般
企
業
へ
は

昨
年
同
様
20
％
程
度
の
学
生
が
就
職
し
ま

し
た
。
就
職
先
は
、㈱
ナ
ル
ミ
ヤ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
の
子
ど
も
関
連
企
業
の

他
、
㈱
木
下
工
務
店
・
朝
日
信
用
金
庫
な

ど
の
子
ど
も
関
連
以
外
の
企
業
に
就
職
し

た
学
生
も
い
ま
し
た
。

経
営
学
部

　

就
職
決
定
率
は
92
％
と
昨
年
（
87
％
）

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
の

中
に
は
100
社
以
上
の
採
用
試
験
を
受
け
、

選
考
で
落
ち
続
け
て
も
「
絶
対
に
就
職
す

る
」
と
い
う
高
い
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、
諦

め
な
い
で
活
動
し
続
け
た
結
果
、
卒
業
式

間
際
に
就
職
を
決
め
た
学
生
も
い
ま
す
。

就
職
先
は
サ
ー
ビ
ス
業
や
卸
・
小
売
業
が

60
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
就
職
先
に
は
三

越
伊
勢
丹
・
丸
三
証
券
・
三
菱
樹
脂
な
ど

の
人
気
企
業
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
文
学
部

　

上
場
企
業
か
ら
地
元
の
中
堅
中
小
企

業
ま
で
幅
広
い
企
業
に
就
職
を
決
め
て

い
ま
す
。
国
際
言
語
文
化
学
科
で
は
中
部

国
際
空
港
旅
客
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
ワ
ー
ル
ド

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱
な
ど
空
港
関
係

の
会
社
に
就
職
す
る
学
生
が
比
較
的
多

い
よ
う
で
す
。
ま
た
観
光
文
化
学
科
は
㈱

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
や
㈱
三
井
不
動
産
ホ
テ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
ホ
テ
ル
関
係
へ

の
就
職
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

応
用
心
理
学
部

　

り
そ
な
グ
ル
ー
プ
、
日
本
航
空
㈱
、
東

光
電
気
工
事
㈱
な
ど
の
大
手
企
業
へ
の

就
職
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
福

祉
心
理
学
科
は
板
橋
中
央
医
科
グ
ル
ー

プ
な
ど
医
療
系
福
祉
系
へ
の
就
職
者
が

例
年
通
り
多
く
、
臨
床
心
理
学
科
も
幅
広

く
就
職
を
決
め
て
い
ま
す
が
㈱
タ
カ
サ
、

㈱
サ
ン
リ
ツ
、
㈱
江
東
微
生
物
研
究
所
な

ど
医
療
系
の
先
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
は
、
ス
ポ
ー
ツ

系
と
い
う
よ
り
は
卸
売
、
建
設
関
係
へ
の

就
職
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

短
期
大
学

　

98
％
以
上
の
学
生
が
幼
稚
園
教
員
2

種
免
許
状
と
保
育
士
資
格
を
取
得
し
た

た
め
、
教
職
関
係
（
幼
稚
園
・
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
保
複
合
施
設
）
の
進

路
希
望
者
は
100
％
、
就
職
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
求
人
園
数
も
3
4
6
5
園

と
過
去
最
高
と
な
り
、
こ
れ
は
50
年
の
歴

史
に
裏
付
け
ら
れ
た
実
績
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〔
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
〕

主な就職先と決定率
学部 学科 進路決定率※ 1 就職決定率※ 2 主な就職先（過去 3 ヶ年）

大
学

子
ど
も
学
部

子ども学科 90.1% 96.8%
【病院】日本赤十字社　【旅行】JTB 首都圏【不動産】アパマンショップ
【小売】ジェイアイエヌ / ナルミヤ・インターナショナル
【公務】茨城県坂東市

経
営
学
部

経営学科 91.0% 92.0%

【製造】ＹＫＫ ＡＰ / 三菱樹脂　【銀行】 りそなグループ　【保険】第一生命保険
【小売】三越伊勢丹 / ユナイテッドアローズ / クロスカンパニー / あさひ
【サービス】スタジオアリス / 日本総研情報サービス
【公的企業・公務】日本郵便 / 警視庁 / 茨城県境町役場

人
文
学
部

日本伝統文化学科 88.5% 100.0%
【運輸】東日本旅客鉄道　【銀行】君津信用組合　【着物 ･ 和装】西川 / いつ和 /
コノエ / 木村実業　【サービス】エービン / メガネトップ

【ＩＴ（ものづくり）】ソフエル / トラストシステム

国際言語文化学科 76.2% 94.1%

【空港】ANA エアポートサービス / 中部国際空港旅客サービス
【運輸】スカイマーク　【ホテル】ミリアルリゾートホテルズ / アパホテル /
大清ホテルズ / ホテル一井　【旅行】クラブメッド / ツーリストエキスパーツ

【アパレル】ナルミヤ ･ インターナショナル

観光文化学科 100.0% 100.0%

【ホテル】パレスホテル / 三井不動産ホテルマネジメント / アパホテル / 山形屋商事
【旅行】近畿日本ツーリスト / ツーリストエキスパーツ　
【商社】橋本産業 / 大竹建窓　【建設】東光電気工事　【不動産】エイブル
【教育】東京成徳学園　【金融】中原証券

応
用
心
理
学
部

福祉心理学科 86.2% 96.0%

【運輸】日本航空　【福祉支援】セントケア・ホールディング
【学校】富里特別支援学校 < 公務 >　【福祉】柏市児童相談所 < 公務 >/
（福）鳳雄会 /（福）武蔵野会 /（福）いちばん星
【病院】（医）仁愛会 /（医）心和会　【進学】上越教育大学大学院

臨床心理学科 80.0% 88.9%

【銀行】りそなグループ　【建設】鹿島建設 / 東光電気工事
【病院・医療】（医）龍岡会 / 東邦鎌谷病院 / スギホールディングス
【福祉】柏市児童相談所 < 公務 >/（福）八幡学園 /（福）愛光
【サービス】コープネット事業連合　【公務】千葉県警　【教育】（学）東京成徳学園

健康・スポーツ心理学科 90.2% 100.0%

【銀行】りそなグループ　【空港】成田国際空港　【スポーツ】千葉県体育協会 /
（財）吉田記念テニス研修センター / セントラルスポーツ /
住友不動産エスフォルタ　【健康】サンリツ　【アパレル】オンワード樫山

【公務】千葉市消防局 / 陸上自衛隊

短
大 幼児教育科 98.4% 100.0% 幼稚園、保育園、認定子ども園・複合施設、施設等

※ 1　進路決定率 ＝（就職決定者 + 進学決定者）÷  卒業者数
※ 2　就職決定率 ＝   就職決定者÷就職希望者
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修
士
論
文
中
間
発
表

　

大
学
院
で
は
先
日
、
修
士
論
文
の
中
間

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
行

わ
れ
る
中
間
発
表
会
で
は
、
修
士
課
程
の

大
学
院
生
が
大
筋
や
方
向
性
は
定
ま
っ

た
が
、
詳
細
部
分
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

詰
め
ら
れ
て
い
な
い
研
究
計
画
を
発
表

し
、
そ
れ
に
対
す
る
様
々
な
指
摘
を
教
員

や
仲
間
か
ら
受
け
て
内
容
を
修
正
・
発
展

さ
せ
な
が
ら
完
成
に
一
歩
ず
つ
近
づ
け

て
い
く
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
様
々
な
内
容
の
研
究
内
容
・
計

画
が
選
ば
れ
て
お
り
、
と
て
も
幅
広
い
、

そ
し
て
興
味
深
い
発
表
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
実
習
な
ど
も
あ
る
中
で
睡
眠
時
間
を

削
り
な
が
ら
頑
張
っ
た
学
生
さ
ん
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
身
体
だ
け
は
壊
さ
ず
、

引
き
続
き
良
い
も
の
を
作
る
た
め
の
努

力
を
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
学
部

子
ど
も
学
と
は
（
リ
レ
ー
掲
載
⑱
）

子
ど
も
を
追
究
す
る
こ
と
の
魅
力

助
教 

増
田 

有
紀

　

子
ど
も
の
頃
、
教
師
を
し
て
い
る
大
人

に
魅
力
を
感
じ
教
育
の
道
に
進
ん
だ
。
そ

し
て
、
教
師
と
い
う
職
業
に
就
い
て
か
ら

は
逆
に
、
子
ど
も
と
い
う
未
知
な
る
存
在

を
追
究
し
て
い
く
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

て
い
る
。「
大
人
」
と
「
子
ど
も
」
は
、

辞
書
的
に
は
対
義
語
と
し
て
扱
わ
れ
る

一
方
で
、
そ
の
境
界
線
や
関
係
性
は
実
に

多
様
で
あ
り
、
曖
昧
で
あ
る
。

　

数
年
前
、
小
学
校
教
員
と
し
て
1
年
生

を
担
当
し
て
い
た
1
学
期
。
な
か
な
か
小

学
校
生
活
に
馴
染
め
な
い
男
児
が
い
た
。

大
人
で
あ
れ
ば
い
わ
ゆ
る
“
オ
タ
ク
”
と

呼
ば
れ
そ
う
な
ほ
ど
電
車
が
大
好
き

だ
っ
た
。
常
に
電
車
の
絵
を
描
い
た
り
、

発
車
音
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
口
ず
さ
ん
だ

り
。「
外
へ
移
動
し
よ
う
」
と
促
す
と
癇

癪
を
起
こ
し
飛
び
出
し
て
し
ま
う
。
男
児

が
発
す
る
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
し
理
解

す
る
こ
と
に
悩
み
、
改
善
策
を
模
索
す
る

日
々
が
続
い
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
ク
ラ
ス
で
や
る
お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

た
と
き
の
こ
と
。
色
々
な
お
店
が
提
案
さ

れ
る
中
、
そ
の
男
児
が
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

の
芯
で
作
っ
た
手
錠
を
披
露
し
な
が
ら

発
言
し
た
。「
僕
は
警
察
を
や
り
た
い
！

町
に
悪
い
人
が
来
な
い
よ
う
に
！
」。
町

と
い
う
思
い
が
け
な
い
彼
の
発
想
に
ク

ラ
ス
の
空
気
が
一
変
し
た
。「
す
ご
い
！
」

「
僕
も
や
り
た
い
！
」。
少
し
ず
つ
ク
ラ
ス

に
馴
染
ん
で
い
っ
た
。
子
ど
も
の
未
知
な

る
力
を
見
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

教
師
と
い
う
立
場
上
「
〜
し
て
あ
げ
な

け
れ
ば
」
的
な
見
方
か
ら
「
子
ど
も
と
大

人
は
パ
ー
ト
ナ
ー
」
へ
と
視
野
が
広
が
っ

た
。「
子
ど
も
っ
て
何
？
」
と
い
う
子
ど

も
学
を
追
究
す
る
上
で
永
遠
の
質
問
。
こ

れ
に
対
す
る
自
身
の
回
答
は
日
々
更
新

さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

経
営
学
部

　

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

　

経
営
学
部
で
は
毎
年
1
年
生
後
期
の

基
礎
演
習
の
授
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ

ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
経

営
学
部
は
社
会
で
真
に
役
立
つ
人
物
の

養
成
を
標
榜
し
て
お
り
、
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
は
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に
お
け
る
諸
問
題

を
発
見
・
解
決
で
き
る
能
力
養
成
の
一
環

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
1
年
生
全
員
参
加
で

学
生
は
1
人
〜
3
人
ま
で
の
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
チ
ー
ム
単
位
で
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
を
考
え
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
予
選
会
と
決
勝

大
会
の
2
段
階
、
学
生
は
ま
ず
予
選
会
で

100
人
以
上
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
教
員
は
ア
イ
デ
ア
の
新
規
性
や

市
場
性
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
巧
拙

等
で
審
査
し
ま
す
。
予
選
通
過
発
表
は
約

1
ヶ
月
後
の
決
勝
大
会
当
日
に
行
い
、
予

選
通
過
チ
ー
ム
は
再
度
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
教
員
が
再
度
審
査
し
ま

す
。
最
終
的
に
1
位
か
ら
3
位
ま
で
に
賞

状
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
す
が
、
予
選
通

過
に
自
信
あ
る
チ
ー
ム
は
内
容
を
さ
ら

に
詰
め
て
く
る
た
め
予
選
と
最
終
結
果

が
同
じ
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
の
1
年
生
で
7

回
目
、
過
去
に
は
す
ぐ
に
事
業
化
で
き
そ

う
な
ア
イ
デ
ア
も
あ
り
、
学
生
の
社
会
を

見
る
着
眼
点
や
プ
レ
ゼ
ン
ス
キ
ル
は
確

実
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
今
年
も
ま
た
あ
っ

と
驚
く
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
に
出
会
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
・
設
備
の
充
実

　

7
月
15
日
、
国
内
初
、
ブ
ル
ー
の
人
工

芝
で
彩
ら
れ
た
本
格
的
な
サ
ッ
カ
ー
場

が
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
に
完
成
し
ま
す
。 

完
成
後
は
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
本
拠
地

と
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
関
連
校
を
含
め

た
高
校
生
の
サ
ッ
カ
ー
レ
ベ
ル
向
上
の

た
め
の
施
設
と
し
て
も
活
用
す
る
予
定

大
学
院

大
学　

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス

「修論のポイントは」
新井研究科長の指導を傾聴
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で
す
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
、
未
来
の

日
本
代
表
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
7

月
26
日
に
は
、
東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
と
東
京
成
徳
大
学 

深
谷
高

等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
招
い
て
、
本
学

サ
ッ
カ
ー
部
と
の
交
流
戦
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
行
わ

れ
、
訪
れ
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ

見
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
随
時
キ
ャ

ン
パ
ス
の
施
設
・
設
備
の
充
実
を
行
っ
て

お
り
、
教
育
環
境
の
向
上
で
は
体
育
館
の

冷
暖
房
設
置
、
講
義
室
の
机
・
イ
ス
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学

生
の
み
な
さ
ん
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生

活
を
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
回
廊
や
手
摺
の
補
修
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
開
店
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
整
備

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
ハ
ー
ド
の
充
実
に
加
え
、「
学
内
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
学
生
の
た
め
の

図
書
館
づ
く
り
」
を
通
じ
、
学
生
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
作
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
教
育
科
で
は
、
学
生
が
学
修
し
た

知
識
・
技
能
を
成
果
発
表
し
、
高
校
生
を

は
じ
め
と
す
る
学
外
の
方
々
に
本
学
の

取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
30
年
近
く
前
か
ら
、
音
楽
研
究

発
表
会
・
保
育
研
究
発
表
会
・
授
業
の
成

果
発
表
会
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
区
の
施
設
を
利
用
し

た
り
、
大
教
室
を
工
夫
し
て
舞
台
に
仕
立

て
て
使
用
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
楷
の
木
ホ
ー

ル
が
落
成
し
た
こ
と
か
ら
、
9
月
の
保
育

研
究
発
表
会
に
続
き
、
2
月
の
音
楽
研
究

発
表
会
を
楷
の
木
ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま

し
た
。
学
生
と
教
員
に
加
え
、
高
校
生
や

観
覧
希
望
の
保
護
者
な
ど
400
名
程
が
利

用
す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
手
ご
ろ
な
広
さ

で
、
音
響
効
果
も
よ
く
、「
演
奏
し
や
す

か
っ
た
」「
音
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」

「
出
て
い
る
友
達
の
表
情
も
よ
く
見
え

て
、
親
近
感
が
も
て
た
」
な
ど
、
演
奏
す

る
側
も
観
客
側
も
大
変
好
評
を
博
し
た

発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
12
日
の
卒
業
式
も
楷
の
木

ホ
ー
ル
で
挙
行
し
、
東
京
成
徳
大
学
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
校
歌
等
の

生
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
、
厳
か
な
中
に

も
温
か
な
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
、
卒

業
生
・
保
護
者
と
も
に
感
動
的
で
満
足
感

が
高
い
式
に
な
り
ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
科
で
は
、
今
年
度
も
保
育
研

究
発
表
会
・
音
楽
研
究
発
表
会
・
幼
児
体

育
の
授
業
成
果
発
表
会
等
を
楷
の
木

ホ
ー
ル
で
実
施
す
る
計
画
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
は
短
期
大

学
創
立
50
周
年
記
念
の
年
で
す
の
で
、
11

月
21
日
に
は
午
前
に
50
周
年
記
念
式
典
、

午
後
に
50
周
年
記
念
・
第
29
回
保
育
研
修

会
を
楷
の
木
ホ
ー
ル
を
中
心
に
実
施
す

る
計
画
で
す
。
今
後
も
、
学
内
の
ホ
ー
ル

を
活
用
し
て
、
本
学
の
学
び
の
成
果
を
ま

ず
ま
す
充
実
さ
せ
、
広
く
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
実
験
中
学
校
来
校

　

5
月
29
日
昨
年
に
続
き
、
ベ
ト
ナ
ム
よ

りT
huc N

ghiem
 S

chool

（
実
験
中
学

校
）
が
訪
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
つ
と
し

て
、
本
校
で
の
学
校
体
験
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
専
用
バ
ス
で
到
着
後
、
中
学
生
徒

会
主
催
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
お

こ
な
わ
れ
、
両
校
代
表
生
徒
に
よ
る
挨
拶

に
続
き
、
実
験
中
学
校
生
徒
に
よ
っ
て
ベ

ト
ナ
ム
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
の
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
、
女
子
生
徒
に
よ
る
ベ
ト
ナ

ム
の
歌
の
披
露
、
男
子
生
徒
に
よ
る
ケ
ン

玉
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

短
期
大
学

中
高
一
貫
部
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そ
の
後
は
視
聴
覚
室
に
移
動
し
、
1
年

生
と
の
合
同
特
別
授
業
を
実
施
、
両
校
混

成
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
己
紹
介
レ
ッ
ス

ン
を
経
て
、
世
界
地
図
を
共
同
で
作
り
上

げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

共
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
言
語
は

英
語
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
1
年
生
で
す
か

ら
習
い
た
て
の
語
彙
を
駆
使
し
て
、
身
振

り
手
振
り
も
交
え
て
何
と
か
意
味
を
伝

え
よ
う
と
必
死
で
し
た
。
知
識
を
学
ぶ
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
実
際
に

使
っ
て
み
る
体
験
で
得
た
も
の
や
、
も
っ

と
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
欲

求
は
今
後
の
語
学
学
習
に
大
き
く
影
響

し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
会
ス
タ
ッ
フ
と
の
昼
食
会
を
は

さ
ん
で
、
午
後
は
茶
道
・
書
道
と
日
本
文

化
体
験
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
茶
道
部
の

生
徒
が
浴
衣
を
着
て
お
点
前
を
披
露
し
、

お
茶
の
い
た
だ
き
方
を
説
明
し
な
が
ら
一

人
一
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実

験
中
の
生
徒
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
正
座
に

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
興
味
深
げ
に
器

の
模
様
や
、
抹
茶
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
書
道
で
は
、
簡
単
な
漢
字
で
筆
の

運
び
方
を
学
ん
で
か
ら
、
一
人
一
人
好
き

な
字
を
練
習
し
、
最
後
は
色
紙
に
仕
上
げ

て
記
念
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
は
長
い
時
間
の
滞
在
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
も
っ
と
交
流
し
た
い
、

も
っ
と
長
い
時
間
一
緒
に
い
た
い
と
い

う
声
が
両
校
の
生
徒
か
ら
上
が
っ
て
き

て
お
り
、
新
し
い
出
会
い
を
素
直
に
喜

び
、
す
ぐ
に
受
け
入
れ
て
い
く
若
い
感
性

と
柔
軟
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
有

意
義
な
交
流
が
続
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

体
育
祭

　

例
年
通
り
5
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
体

育
祭
は
新
年
度
と
な
り
初
め
て
の
学
校

行
事
で
す
。
新
た
な
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
と

も
に
種
目
に
出
場
す
る
選
手
決
め
を
話

し
合
っ
た
り
、
朝
や
昼
の
時
間
を
使
っ
て

大
縄
練
習
を
し
た
り
、
体
育
祭
直
前
に
は

放
課
後
に
残
っ
て
ク
ラ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル

T
シ
ャ
ツ
の
作
成
も
行
い
ま
し
た
。
一
人

一
人
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
協

力
し
合
っ
て
日
増
し
に
ク
ラ
ス
も
団
結

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
種
目
の
ル
ー
ル
改
善
、
騎
馬

戦
や
棒
倒
し
な
ど
の
安
全
面
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。
玉
入
れ
で
は
団
長
に
カ

ゴ
を
背
負
っ
て
逃
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
カ

ゴ
に
向
か
っ
て
玉
を
投
げ
入
れ
る
よ
う

に
工
夫
を
し
ま
し
た
。
騎
馬
戦
や
棒
倒
し

で
は
出
場
す
る
全
選
手
に
ヘ
ッ
ド
ギ
ア

を
着
用
し
て
も
ら
い
、
体
育
科
の
教
員
か

ら
攻
め
方
や
守
り
方
の
指
導
も
入
念
に

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
教
員
も
学

年
別
教
員
対
抗
リ
レ
ー
を
企
画
し
、
生
徒

た
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
が
不
安
で
し
た
が
何
と

か
全
種
目
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
出
場
す
る
種
目
に
全
力
を

注
ぎ
、
と
も
に
競
い
合
い
、
と
も
に
楽
し

み
、
と
も
に
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。
閉
会

式
で
は
全
生
徒
が
肩
を
組
み
校
歌
を
歌

う
姿
が
印
象
的
で
、
最
後
に
涙
を
流
し
な

が
ら
話
し
た
団
長
の
言
葉
は
体
育
祭
に

来
場
し
た
多
く
の
方
々
の
心
に
響
き
ま

し
た
。
来
年
の
体
育
祭
も
今
回
の
経
験
を

活
か
し
て
、
多
く
の
方
々
が
楽
し
み
、
感

動
す
る
体
育
祭
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
果

青
団
565
点　

赤
団
517
点　

黄
団
442
点

ダ
ン
ス
優
勝　

赤
団

高
等
部
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長
距
離
ハ
イ
キ
ン
グ

　

5
月
9
日
、
寄
居
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
に
お
い
て
、
長
距
離
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
校
し
た
年
か
ら
、
中
学
校
及
び
高
等

学
校
の
一
貫
コ
ー
ス
の
共
通
行
事
の
一
つ

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
長
距
離
ハ
イ
キ
ン

グ
。
3
年
目
の
今
年
は
、
3
年
生
が
30
㎞

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
3
年
生
が
先

に
ス
タ
ー
ト
し
、
20
㎞
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
1
・

2
年
生
に
途
中
で
追
い
つ
こ
う
と
い
う
計

画
で
す
。
3
年
生
に
と
っ
て
後
の
20
㎞
は

1
・
2
年
生
の
時
に
歩
い
て
い
る
の
で
、

コ
ー
ス
の
概
要
は
だ
い
た
い
把
握
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
前
の
10
㎞
は
初
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
当
然
生
徒
の
不
安
は
こ
の
10
㎞
に

あ
り
ま
す
。
生
徒
に
は
「
前
半
を
乗
り
切

れ
ば
大
丈
夫
だ
か
ら
。」
と
励
ま
し
な
が

ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
前
半
の
佳

境
で
あ
る
鐘
撞
堂

山
に
登
る
階
段
は

か
な
り
き
つ
か
っ

た
よ
う
で
、
口
数

が
極
端
に
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

名
水
日
本
水
（
や
ま
と
み
ず
）
の
給
水

場
所
で
1
・
2
年
生
に
追
い
つ
く
か
と
予

想
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
追
い
つ
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
結
局
追
い
つ
い
た
の

は
昼
食
場
所
の
中
間
平
（
ち
ゅ
う
げ
ん
だ

い
ら
）
緑
地
公
園
で
し
た
。
今
年
は
ど
の

生
徒
も
ペ
ー
ス
配
分
が
う
ま
か
っ
た
で
す
。

　

3
学
年
と
も
1
人
の
落
伍
者
も
な
く
、

全
員
が
最
後
ま
で
歩
き
通
し
ま
し
た
。
昼

食
後
、
鬼
ご
っ
こ
に
興
じ
た
り
、
ゴ
ー
ル

後
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
目
掛
け
て
走
る
生

徒
の
姿
を
目
し
、
つ
く
づ
く
「
生
徒
は
元

気
だ
な
。」
と
実
感
し
た
長
距
離
ハ
イ
キ

ン
グ
で
し
た
。

野
球
部

春
季
埼
玉
県
高
等
学
校
野
球
大
会

【
県
北
地
区
予
選
】

1
回
戦 

本
校
4
対
3
小
川

代
表
決
定
戦 

本
校
7
対
1
北
本

【
県
大
会
】

2
回
戦 

本
校
5
×
対
4
川
越
工
業

3
回
戦 

本
校
2
対
0
正
智
深
谷

準
々
決
勝 

本
校
2
対
0
春
日
部
東

準
決
勝 

本
校
1
対
10
浦
和
学
院

3
位
決
定
戦 

本
校
3
対
6
聖
望
学
園

主
将　

高
橋
滉
斗
さ
ん

　

春
季
大
会
で
は
「
熱
く
明
る
く
魂
を
込

め
て
」
を
合
い
言
葉
に
、
チ
ー
ム
力
で
ベ

ス
ト
4
に
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
夏
の

大
会
で
は
、
あ
と
一
歩
の
大
き
な
壁
を
打

ち
破
れ
る
よ
う
に
、
一
試
合
一
試
合
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
戦
い
、
甲
子
園
出
場

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

関
東
予
選
埼
玉
大
会

1
回
戦 

本
校
1
対
0
浦
和
南

2
回
戦 

本
校
1
対
0
慶
応
志
木

準
々
決
勝 

本
校
1
対
0
国
際
学
院

準
決
勝 

本
校
0
対
1
西
武
台

キ
ャ
プ
テ
ン　

吉
田
和
樹
さ
ん

　

今
回
の
関
東
予
選
埼
玉
大
会
で
、
成
徳

サ
ッ
カ
ー
部
史
上
初
の
第
3
位
と
い
う

結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
嬉
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
私
た
ち
の
目
標
は
、
埼
玉
県
で
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
取
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
決
し

て
こ
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
や
選
手
権
で
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
全
身
全
霊
で

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

サヨナラ勝ちを収めた県大会２回戦

準決勝強豪西武台と互角に対戦

深
谷
中
学
校

深
谷
高
校

スタート前は余裕の笑顔

お弁当の味もひとしお！
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異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
年
長
）

　

現
在
幼
稚
園
に
は
、
11
か
国
の
保
護
者

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
年
度
保

護
者
の
ご
協
力
を
頂
き
、
年
長
組
の
子
ど

も
た
ち
は
、
月
1
回
異
文
化
に
触
れ
る
目

的
で
こ
の
1
年
間
の
特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
5
月
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
出
身
の
お
母
様
古
賀
ト
ニ
ー

リ
ー
先
生
、
6
月
は
ド
イ
ツ
出
身
の
お
父

様
シ
ュ
パ
ン
ガ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
先
生
に

特
別
講
師
と
し
て
お
話
し
会
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
、
7
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
出

身
の
お
父
様
で
ウ
ォ
カ
ー
・
グ
レ
イ
グ
先

生
の
予
定
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
事
前
に
国
旗
の
由
来
を

調
べ
た
り
、
世
界
地
図
で
場
所
を
確
認
し

た
り
と
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
特
別
講
師
の
先
生
は
、
ほ
と
ん

ど
日
本
語
は
使
わ
ず
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

交
え
て
な
が
ら
簡
単
な
挨
拶
を
し
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
葉
で
お
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
歌
や
手
遊
び
を
一
緒
に
楽

し
み
、
園
児
た
ち
は
大
喜
び
の
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
有
名
な
建
物
の
写
真
や
動
物

の
写
真
、
通
貨
や
特
産
物
を
実
際
に
見
せ

て
頂
き
、
体
験
し
た
事
で
よ
り
外
国
に
興

味
を
持
ち
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を

担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
世

界
を
知
る
と
言
う
事
は
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
日
本
の
他
に
も
沢
山
の
国
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
言
葉
や
文
化
の
違
い

に
つ
い
て
興
味
が
持
て
る
よ
う
異
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
設
け

て
行
き
ま
す
。

豆
ま
き

　

1
月
29
日
節
分
に
近
い
こ
の
時
期
に

園
児
全
員
で
豆
ま
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

準
備
し
て
い
た
大
豆
を
鬼
め
が
け
て
投

げ
ま
す
。「
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
弱
虫

や
泣
き
虫
な
ど
の
鬼
を
追
い
払
う
た
め

に
、
豆
を
な
げ
ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
か

け
て
実
施
し
ま
し
た
。
体
操
の
先
生
が
鬼

に
ふ
ん
し
て
園
庭
内
を
逃
げ
回
り
ま
す
。

子
ど
も
達
は
、
近
く
に
行
っ
て
豆
を
投
げ

た
い
の
で
す
が
、
近
く
に
よ
る
と
鬼
が
怖

い
子
も
い
て
、
個
々
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
狩
り
（
年
長
）

　

3
月
6
日
卒
園
を
ま
じ
か
に
控
え
た

年
長
組
は
、
む
さ
し
の
村
（
埼
玉
県
加
須

市
）
に
イ
チ
ゴ
狩
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

ま
だ
寒
い
時
期
で
、
外
は
北
風
が
強

く
、
寒
さ
が
身
に
沁
み
ま
す
が
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
中
は
と
て
も
温
か
く
、
イ
チ

ゴ
の
と
て
も
い
い
匂
い
が
し
ま
す
。
大
き

な
イ
チ
ゴ
が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
ま
し

た
。「
さ
ち
の
か
」「
や
よ
い
ひ
め
」
と
い

う
品
種
で
、
一
人
5
〜
10
個
、
多
い
子
で

20
個
以
上
食
べ
た
子
も
い
ま
し
た
。

　

3
年
間
の
締
め
く
く
り
と
し
て
思
い

出
に
残
る
遠
足
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
幼
稚
園

幼
稚
園
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平
成
28
年
春

東
京
成
徳
大
学
応
用
心
理
学
部

臨
床
心
理
学
科
と
大
学
院
が
十
条
台

キ
ャ
ン
パ
ス
で
ス
タ
ー
ト

　

臨
床
心
理
学
科
は
平
成
28
年
4
月
の

入
学
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
大
学
院
心
理

学
研
究
科
は
完
全
に
東
京
都
北
区
の
十

条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎
完
成

な
ど
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
に
よ

り
教
育
研
究
の
推
進
が
よ
り
図
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
展

開
す
る
子
ど
も
学
部
、
経
営
学
部
と
心
理

学
を
通
じ
て
学
問
的
な
相
乗
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と

違
い
、
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
の
第

1
種
指
定
校
で
あ
る
大
学
院
が
学
科
と

同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
学
院
に
よ
る
TA
や
学
生
相
談
な
ど

に
よ
る
学
部
生
へ
の
教
育
指
導
の
充
実

に
期
待
が
で
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
学
園
後
援
会
開
催

　

本
年
度
は
6
月
20
日
中
高
一
貫
部
に

於
い
て
学
園
後
援
会
の
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
佐
々
木
前
会
長
は
じ
め
顧
問
の

方
々
も
出
席
さ
れ
盛
会
で
し
た
。
薮
﨑
会

長
の
挨
拶
の
後
、
木
内
理
事
長
（
後
援
会

名
誉
副
会
長
）
は
後
援
会
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
を
謝
し
、
7
月
4
日
開
催
予
定
の
十

条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
新
校
舎
落
成
式
は
じ

め
、
今
年
で
90
年
を
迎
え
た
学
園
の
最
新

情
報
・
周
年
行
事
、「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ

ン
100
」
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

薮
﨑
会
長
が
議
長
を
務
め
ら
れ
議
案

は
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
27

年
度
予
算
案
で
は
学
園
創
立
90
周
年
を

記
念
し
て
繰
越
金
の
中
か
ら
50
万
円
が

記
念
寄
付
金
と
し
て
予
算
計
上
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
木
内
理
事
長
が
謝

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
人
文
学
部
国
際
言
語
文
化

学
科
の
周
建
中
教
授
が
「
本
当
の
日
中
関

係
と
中
国
語
の
醍
醐
味
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
す
ぐ
使
え
る
中
国
語
の
発
声
練

習
を
し
て
皆
を
な
ご
ま
せ
ま
し
た
。
日
本

の
最
大
の
貿
易
相
手
国
は
中
国
。
中
国
で

の
日
系
企
業
は
2
万
社
を
越
し
、
中
国
と

の
輸
出
輸
入
量
は
日
本
の
国
際
貿
易
量

の
全
部
の
2
割
を
占
め
る
。
こ
れ
は
EU
諸

国
と
ア
メ
リ
カ
と
の
合
計
に
等
し
い
。
世

界
人
口
の
2
割
、
14
億
人
が
住
む
中
国
は

巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
互
い
大
変
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
力
説
さ
れ
ま

し
た
。
本
学
科
で
中
国
語
を
学
ん
だ
卒
業

生
の
活
躍
も
目
だ
っ
て
き
て
い
る
と
の

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
近
況
報
告
で
は
高
齢
の
方
か
ら

「
長
生
き
し
て
元
気
で
成
徳
の
百
周
年
を

祝
い
た
い
」
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

臨床心理学の基礎
● 基礎心理学の科目
心理学概説 / 発達心理学 / 学習心理学など

● 臨床心理学の基礎科目
臨床心理学概論 / 臨床心理査定法 / 心理療法概論など

● 心理学の研究・演習
心理学基礎実験 / 心理学研究法 / 心理データ処理など

臨床心理学の展開
● 心理療法・カウンセリングの展開の科目
心理療法持論 / ポジティブ心理学 / 発達臨床心理学など

● 学校・子どもの臨床心理学の科目
学校心理学 / 児童心理学 / 教育心理学など

● 社会・産業・臨床心理学の科目
社会心理学 / 組織・産業心理学 / コミュニケーション
の心理学など

社会調査士資格取得のための科目（予定）
● 社会調査士資格関連の項目（卒業と同時に取得可）
社会調査入門 / 社会調査実習 / 社会調査質的分析法など

1 年次
教育や臨床心理学の
基礎を学び、心を探
求する基礎固めをし
ます。

2 年次
臨床心理学や関連す
る心理学を専門的に
学び、人の心を多面
的に理解します。

3 年次
演習や実習を通して、
臨床心理学的援助を
行うための理論とス
キルを学びます。

4 年次
これまでに学んだこ
とを活かして、各自
のテーマに基づいた
卒業研究をします。

導入教育科目

● 大学生としてのスタディ
スキルを学ぶ科目

基礎演習 / 情報・メディアリ
テラシーなど

● 社会人としての基礎を 
学ぶ科目

キャリアデザイン / 社会常識
など

● 基礎教養科目
日本文学 / 歴史学入門 / 環境
論など

【学びの領域】

【4年間の学びのステップ】

佐々木顧問の軽妙なお話に皆さん笑みがこぼれる

皆さん発音お上手ですね。
ではもう一度。
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お知らせ・お問い合わせ先

中学校・高等学校・短期大学同窓の皆様へ
　　　　　　　　　　　　　　記念同窓会のお知らせ

東京成徳大学中学校・高等学校
創立 90周年を祝う会（懇親会）
日　時：	平成 27年 10月 25日（日）
	 11 時 30分		受付		12 時		開宴
会　場：	東京椿山荘
主　催：	桐葉会（中学校・高等学校同窓会）
お申込・問合せ：中高一貫部　望月幹雄
	 ☎ 03-3911-2786

東京成徳大学短期大学
創立 50周年記念同窓会

日　時：	平成 27年 9月 12日（土）
	 11 時受付		11 時 30分		開始
会　場：	十条台キャンパス
主　催：	桐花会（短期大学同窓会）
お申込・問合せ：桐花会
	 ☎ 03-3906-7486

学校法人 東京成徳学園　http://www.tokyoseitoku.ac.jp

東京成徳大学大学院 http://www.tsu.ac.jp/gra 電話 03—3927—4116

東京成徳大学 http://www.tsu.ac.jp

十条台キャンパス入学課 電話 03—3908—4566（直通）

八千代キャンパス入試広報課 電話 047—488—1000（直通）

東京成徳短期大学 http://www.tsu.ac.jp

十条台キャンパス入学課 電話 03—3908—4566（直通）

東京成徳大学中学・高等学校

中高一貫部 http://www.tokyoseitoku.jp/js 電話 03—3911—2786

高等部 http://www.tokyoseitoku.jp/hs 電話 03—3911—5196

東京成徳大学深谷中学・高等学校

中学校 http://tsfj.jp 電話 048—573—1784

高等学校 http://www.tsfh.jp 電話 048—571—1303

東京成徳短期大学附属幼稚園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/t-kind 電話 03—3911—6337

東京成徳短期大学附属第二幼稚園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/y-kind 電話 048—854—2151

東京成徳スイミングスクール 電話 03—3914—2383

学校法人　東京成徳学園　　　〒 114 − 8526　東京都北区豊島 8 − 26 − 9　TEL 03 − 3911 − 2411　FAX 03 − 3911 − 6500
法人本部企画調査室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京成徳広報　第38号　平成27年7月発行


